バルテュス展　　20世紀最後の巨匠、待望の大回顧展
東京都美術館　　2014.04.19〜06.22
　「バルテュス」（1908〜2001）は、ルネサンスからフランス近代絵画に至るヨーロッパ絵画に触れながら、時が止まったような静かな風景画や少女のいる室内画など、神秘的で緊張感に満ちた作品を描き“孤独の画家”とされている。
　画伯は、「ピカソ」に“20世紀最後の巨匠”と呼ばれ、何故、生涯にわたり少女を描き続けたかについては、“この上なく完璧な美の象徴”であるとしており、少女たちが創作意欲を励ます普遍的な美の体現者であったとされている。
　本展は、節子夫人の全面的な協力を得て、NYの「メトロポリタン美術館」など世界に名だたる美術館から集結した40点以上の油彩画に加えて、素描や愛蔵品など合わせて「100点」を紹介している。更に、晩年を過ごした「グラン・シャレ」と呼ばれる住居に残るアトリエを会場で再現して、画伯の孤独の芸術が生みだされた背景を探っている。
　
　作品＜美しい日々＞（1944〜46年：ポスターの写真）は、モデルの少女の胸元がはだけ、露出した足も艶めかしさを強調し、暖炉に薪をくべている上半身裸の男を誘っているように見えるが、この絵の意味するところは謎に包まれている。
　自画像（写真右）は、1940年（32歳）時の画布・油彩であるが、なんとなく憂いを帯びているような様相であるように思われるのは気のせいだろうか。
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